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研究成果の概要（和文）：

本研究は、女性のキャリア形成過程に関して、教育社会学、発達心理学、社会教育学、歴史
社会学等の分野から総合的に分析し、その研究結果に基づき、地域づくりを推進する社会的人
材を育成する学習プログラムの開発を行うことを目的とする。
結果、複合キャリアには、融合型（NPO 活動のように社会活動が職業になっている場合）

と並行型（職業活動とボランティア活動など同時進行で行なっている場合）があることが明ら
かになった。また、移行のパターンについては、ある時点でみた場合は特定できるが、時系列
でみた場合は特定できないことがわかった。
研究成果の概要（英文）：

This research aims to carry out comprehensive analysis of women’s career building
process from various perspective of educational sociology, developmental psychology,
sociological education, social engineering, historical sociology, and so other approaches,
and aims to develop a learning program for people who contribute in promoting
community building.

It has been made clear that a complex career takes the form of either a fused career (whereby an
occupation consists of social activities, as in the case of NPO activities) or a parallel career
(whereby activities of work and volunteering, etc. are pursued side by side). Another finding is
that while transition patterns are identifiable if observed at a certain point in time, they cannot be
identified through a chronological observation.
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１．研究開始当初の背景

高度技術革新、経済の低成長、人口構成の

変化など、社会環境の急激な変化は女性の生

き方に大きな変化をもたらし、成人女性のキ

ャリア発達とその支援方策の研究が必要と

されている。
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この認識は研究者ばかりでなく、政策担当
者にも共有されている。文部科学省は、平成
14 年、「女性の多様なキャリアを支援するた
めの懇談会」を発足させ、女性の柔軟なキャ
リア設計を「主として生涯学習の面から支援
する方策」の検討を開始した。平成 15 年、
同懇談会の報告書が提示した「多様なキャリ
ア」という考え方は、従来の職業経歴中心の
キャリア概念を転換し、社会的な活動歴など、
生活のあらゆる領域・段階での経験を通して
獲得される包括的な「力・ポテンシャル」を
広義のキャリアとして捉えた点で画期的で
ある。このような新しいキャリア概念にたち
女性の生き方を検討し、支援する必要がある。

２．研究の目的
本研究は、女性のキャリア形成過程に関し

て、教育社会学、発達心理学、社会教育学、
社会工学、歴史社会学等の分野から総合的に
分析し、その研究結果に基づき、地域づくり
を推進する社会的人材を育成する学習プロ
グラムの開発をおこなうことを目的とする
実証的、実践的研究である。
本研究では、女性のキャリアを複合キャリ

ア（職業キャリアと社会活動キャリアの複
合）としてとらえ、生涯発達という個人的側
面と社会形成という社会的側面の両面から
その形成過程を解明する。さらに、その結果
を活用し、キャリア形成学習プログラムを開
発する。それによって、地域づくりを男女共
同参画によって推進する人材の育成に貢献
することを目的とする。

３．研究の方法
次の 2 つの研究課題に沿って実施した。

研究課題（１）複合キャリアの形成過程に関

する実証的研究

①地域人材として活躍し、社会活動キャリ

アを実践している女性、②NPO 活動など、

複合キャリアを実践している事例、③明治・

大正期以降、複合キャリアを実践した先駆的

女性の３類型を対象とし、質問紙調査、イン

タビュー調査、文献資料研究を組み合わせ、

「複合キャリア」の実態と形成要因を明らか

にする。

研究課題（２）キャリア学習プログラム開発

に関する実践的研究

上記の研究によって得られた知見を活か
し、①地域づくり人材育成プログラム、②キ
ャリア形成支援プログラムを作成する。いく
つかの協力機関で試験的に実施し、これを評
価して、実際に女性センターや大学で活用で
きる、有効性の高いプログラムにまとめる。

４．研究成果
上記の研究方法に沿って整理する。

（１）①社会活動キャリアを中心としたアン

ケート調査の実施

全国375の女性関連施設に調査票を2部づつ

送付し、地域活動で活躍する人材2名に依頼、

郵送にて返送、750票中433票回収した(回収率

57.7％)。地域人材の形成過程について調査し

た。【平成22年度】
平成 22 年度に実施した社会活動キャリア

を中心にしたアンケート調査の結果から、年
齢・活動分野・地域バランスなどを考慮して、
17 人を選定。ヒアリング調査を実施した。ヒ
アリングに際しては、研修の際の事例分析に
活用しやすいように、学校卒業時から時系列
に職業キャリア・社会活動キャリアのプロセ
スを跡づけた。この調査の分析から、次のよ
うなキャリアの移行パターンを確認した。a
社会活動がそのまま職業になっている NPOな
どの場合は、「融合型」、b 職業活動とボラ
ンティアなどを同時に行っている場合は、
「並行型」とする。この 2パターンを明らか
にした。【平成 23 年度】

②NPO活動を中心としたヒアリング調査の実

施
活動分野・地域バランスなどを考慮した上

で、全国 25 団体の NPO 法人の女性代表への
ヒアリング調査を実施した。複合キャリアの
形成過程について調査し、参考資料を作成し
た。【平成 22 年度】

③先駆的女性へのヒアリング調査・文献調査

の実施
複合キャリアを実践した先駆的女性 3人へ

のヒアリング調査と資料収集を行った。【平
成 22 年度】
戦後の先駆的女性のキャリアとして、原ひ

ろこ・森山真弓・田中里子・縫田曄子を対象
にヒアリング調査を実施した。田中里子につ
いては論文にまとめ（研究成果参照）縫田曄
子については整理シート作成。【平成 23 年
度】

（２）本調査研究をもとに平成 24 年度に実
験的にプログラムを実施するために、対象
者・実施施設・プログラム案などについての
議論を重ねた。その結果、中高年女性を対象
にした地域人材育成プログラム、短大生・大
学生を対象にしたキャリア形成プログラム
を実施することを決定した。【平成 23 年度】

平成 24 年度には、以下の実験プログラム
を実施した。

a.女性のキャリア形成支援セミナー：茨城

県女性プラザ「レイクエコー」（10月から11

月の5回講座中3回担当）にて「子育て中の女

性、NPOやコミュニティ・ビジネスに関心のあ



る女性、地域活動・ボランティア活動を行っ

ている女性」を対象に実施。中断再就職の一

環としてNPO活動を位置づけている。これは、

人材育成プログラムにあたる。

b.女子学生のためのキャリア形成講座：国

立女性教育会館（9月5～7日）にて埼玉県内3

短期大学合同キャリア教育として実施。関係

力の育成や多様性を学ぶことを目的にした。

これは、キャリア形成支援プログラムに位置

づく。

c.4年制女子大学生対象キャリア形成支援

セミナー：都内会場（11月10日）にて4大学合

同で実施。b.と同様、キャリア形成支援のプ

ログラムになるが、b.ｃ.ともに長期的視野で

キャリアをとらえることに重点をおいている。

【平成24年度】

最終年度の成果物として、以下の2点を作成

した。

・『社会参画と女性のキャリア形成事例集』：

ヒアリング調査をした18人の活動までのプロ

セスをキャリア形成の視点から分析した。中

高年・大学生を対象にしたキャリア形成講座

のテキストとして作成。

・報告書：3年間の研究成果として「複合キャ

リア」の類型化、複合キャリアの先駆的事例

の分析、NPO活動の事例分析、プログラム開発

のための実験プログラム、先進的プログラム

調査としての韓国調査などの結果をまとめた

報告書を作成した。
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